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算数科学習指導案

指導者 広島市立〇〇小学校

教諭 〇〇 〇〇

１ 日時 平成２３年１月○日（○）

２ 学年 第３学年○組

３ 単元 計算のしかたを考えよう

４ 単元について

○ 第３学年では，２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算を指導する。

児 童 は こ れ ま で に 「 ０ の か け 算 」「 何 十 ， 何 百 × １ 位 数 」「 ２ ， ３ 位 数× １ 位 数 」 の

学習をしてきており，被乗数を位ごとに分けて計算する乗法の筆算についても学習し

てきている。計算の仕方についても「２位数×１位数」の学習で，２位数である被乗

数を二つに分けて計算を２回行い，それぞれの結果を足すという計算の仕方を考えて

きた。その中で位ごとに分ける方法を計算しやすい方法として指導してきた。本単元

では，そういった既習事項を活用して（２位数）×（２位数）の計算の仕方を考えて

いく。児童自らが，これまでに学習してきた十進位取り記数法や乗法九九などを基に

して，新しい計算方法を考えていく単元として重要な単元である。本単元では，乗数

が２位数の場合も位ごとに分けて計算すると計算しやすいことを理解する。それを踏

まえて（２位数）×（２位数）の筆算につなげていく。

○ 本 学 級 の 児 童 は ， 学 習 に 対 し て 極 め て 意欲 的 に 取 り 組 む 。 12 月 に 行っ た 算 数 ア ン

ケートの「算数の学習は大切である」「新しい問題に出会ったとき，解いてみたいと

思 う 」「 分 か ら な い と き ， あ き ら め ず に が ん ば っ て 考 え る」「 問 題 が 解け た と き は う

れしい」などの項目で肯定的な解答をした児童の割合は高い。反面，図や絵に表して

考えたり，自分の考え方を説明することには苦手意識が強い。また，かけ算の筆算の

定着が困難な児童もいる。

○ 指導に当たっては，思考力・判断力・表現力を育てることを重視し，以下のことに

留意したい。

① 自力解決の場の充実

・ 児童の実態に応じたワークシートを用意して，児童一人一人が確実に自分の考

えをもてるようにする。

・ 自力解決の難しい児童には，ヒントカードを用意する。

② 思考を表現する場の保障

・ 個の思考を深め広げるために隣同士で考えを伝え合う活動を取り入れる。

③ 一人一人の思考の共有化

・ ５０インチテレビを利用して，個の思考を全体で共有する場を確保する。

④ 適切な形成的評価

・ ワークシートへの表現から個々の児童の思考を的確に把握し，次時の授業で生

かす。

５ 単元の目標

２３×１２の計算の仕方を考えることができる。
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６ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

既習事項を活用して（２位 乗数が２位数になっても，そ

数 ） × （ １ 位 数 ） や （ ２ 位 れ を 二 つ の １ 位 数 に 分 け た

数 ） × （ ２ 位 数 ） の 計 算 に り，位ごとに分けたりして計

ついて考える。 算するとよいことに気付く。

７ 指導と評価の計画（全２時間）

学 習 内 容 評 価 の 観 点

関 考 表 知 評価の具体的内容

● 問 題 文 の □ に い ろ い ろ な ◎ ●（２位数）×（１位数）を工夫して正し

１ 位 数 や ０ を い れ て ， そ く計算しようとする。

の答えを考える。

● ２ ３ × １ ２ の 計 算 方 法 を ◎ ●（２位数）×（２位数）の計算の仕方を

考 え ， 発 表 す る 。 そ れ ぞ 考え，乗数を二つの１位数に分けたり，位

れ の 方 法 の 共 通 点 に つ い ごとに分けたりして計算できることを理解

て 話 し 合 う 。 ま た ， 位 ご する。

と に 分 け る 方 法 の 便 利 さ

に気付く。 （本時）

８ 本時の目標

２３×１２の計算を考え，乗数を二つの１位数に分けたり，位ごとに分けたりして計算

できることに気づく。【数学的な考え方】

９ 本時の評価

到達度 具体の評価規準 判断の目安

概 ね 満 足 で き る 状 既習のかけ算を使えば，２位数 ２ ３ × １ 位 数 と ２ ３ × １ 位 数 に

況（Ｂ） ×２位数の計算ができることが 分 け て 計 算 し ， 合 わ せ て ２ ３ ×

わかる。 １２の答えを考えている。

十 分 満 足 で き る 状 既習のかけ算を使えば，２位数 ２ ３ × １ 位 数 と ２ ３ × １ 位 数 に

況（Ａ） ×２位数の計算ができることが わ け て 計 算 し ， 合 わ せ て ２ ３ ×

わかる。乗数を位ごとにわけれ １２の答えを考えている。

ば 計 算 が し や す い こ と が わ か ま た ， ２ ３ × １ ０ と ２ ３ × ２ に

る。 わ け て ， 合 わ せ て ２ ３ × １ ２ の

答えを考えている。

努 力 を 要 す る 状 況 ○ヒントカード（分け方をかいたもの）を用意する。

の 児 童 （ Ｃ ） へ の

手だて

10 準備物

２３×１２のブロック図（黒板掲示用） ワークシート
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11 本時の学習展開

学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点◎・支援●・評価□【観点】

１ 前時の 学習 を振り ◎前時に計算した式と答えを

返る。 掲示する。

・２ ３×１ 位数 と２３ ・２３×３，２３×５

×１ ０の計 算が できる ・×９までならできる。

ことを確認する。 ・×１０も簡単だ。

課

２ 本時の課題を知る。 ●２３×１２のブロック図

・提 示され たブ ロック を提示する。

図を見て ,立式する。

題・２３×１２

「今 までの 計算 とどこ ・二桁×二桁

が違うでしょうか。」 ・２３は同じだけど，かける数

の方が１０より大きい。

把

３見通しをもつ。

・習 った計 算を 使って

計 算 で き な い か 考 え ◎切手を分けることはできな

握る。 いので，１２列をわけて，最

「ど うすれ ば計 算でき ・習った計算に分ける。 後に合わせることを確認す

るでしょうか。」 ・２３×１０を使う。 る。

習った計算を使って，２３×１２を求めよう。

４ ２ ３ × １ ２ の 求 め

方を考える。

・ワ ークシ ート に自分 ・１２を１位数二つに分けて計 □２３×１２の乗数１２を分

の考 えた分 け方 を書き 算して合わせる。 けて計算することができる。

込む。 ○ ２３×６と２３×６ 【考】

自 ○ ２３×５と２３×７ 等 ＊努力を要する児童に対して

●どこでもよいのでブロック

・１２を１位数三つ以上に分け 図 を わ け る よ う に 声 か け す

て計算して合わせる。 る。

力 ・○ ２３×３を４回足す。 ●ヒントカードを渡す。

○ ２３×４を３回足す。等

＊概ね満足できる児童（位ご

とにわけていない児童）に

解 ２３×１０と２３×２に分け 対して

て計算して合わせる。 ●もっと他の分け方はないか

○ ２３×１０と２３×２ 考えるよう声かけする。
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決５ 友だち と交 流す ・自分の考えた方法を伝える。 ●説明の話型を示す。

る。 ・友だちの考えを自分の考えと ◎友だちの考えがわかったら

比べながら聞く。 ワークシートに簡単な評価を

記入するよう促す。

６ 教師が 提示 した式

の意味を考える。 ●児童の活動から見取った式

・提 示され た式 の意味 ・それぞれの方法の違いを考え を四つ程度示す。

を， 図を使 って 説明す ながら聞く。

集る。

○２３×５と２３×７

○２３×６と２３×６

○２３×１０と２３×２

等

団・簡 単な方 法に ついて

考える。

「ど の方法 がい つでも ・２３×６と２３×６はかけ算

簡単 に計算 でき ると思 が 1 回 で す む の で 簡 単 だ と 思

いま すか。 そう 思う理 う。

解由も言いましょう。」 ・いつも二つに分けられるとは

限らない。

・１２を１０と２に分けると，

１２×１０は計算しなくていい ●話し合いの状況に応じて，

ので簡単だ。 別の式を示し，○○の場合だ

決 ・かける数が大きくなるとでき ったらと例を出して説明でき

ない。 るようにする。

◎位ごとに分ける考え方はど

んな計算に使えて，計算も簡

単であることに気づけるよう

にする。

７ 学習の まと めと振

整 り返りをする。 ◎まとめをはっきりさせるた

理 めに，ワークシートにまとめ

と ワークシ ートにまと ・２位数×２位数でも，分けて を書かせたり，教科書を読ま

発 めの文章を書く。 計算すれば答えを求めることが せたりする。

展 できる。

教科書５ ８ページを ・簡単な分け方とそうでない分

読む。 け方がある。

・１０といくつに分けるのが簡

単だと思う。


